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1823 年に Thomas Wakley によりロンドンで創刊された Lancet 誌は、学会・医学校・医師会な

どから独立した医学ジャーナリズムとして生まれ、今日総合医学誌として広く読まれている。こ

のバックファイルを利用し、論文スタイル、抄録、欄外見出しなどの変化を示し、歴代編集者像

を合わせて検討した。Wakley は、イングランドの豊かな農場主の 11 番目の子供として生まれた。

13 歳で船員となったが、うまくいかず故郷に戻り、15 歳の時、当時としては医師になる一般的な

訓練方法である薬種商(apothecary)への徒弟修業に従い、才能を認められ外科医の徒弟となった。

20 歳になり、ロンドンへ出て Borough 病院(United Schools of St. Thomas ’s and Guy’s) の医学生とな

り、1817 年の王立外科学会会員の試験をパスした。当時の医学界は、不正や医師の悪行に満ち、

血縁や徒弟関係がポストを支配していた。これらへの不満から、彼は社会改良家となり Lancet へ

の創刊へいたる。当時の Lancet 誌の内容は、代表的な医師による質の高い講演などを掲載し、医

師への教育メディアとすることにあった。今回は、Lancet 誌のバックファイルを対象にして、論

文スタイルの変化を調査した。欄外見出しは、創刊2 年後の 1825 年から、すでに印刷されるよう

になった。1920 年頃から、summary が本文末に付けられるようになり、IMRAD スタイルが出現し

た 1967 年から、本文の直前に独立した抄録として置かれた。１人称を使用したエッセイー的な記

事が、19 世紀の Original article の記述スタイルであった。総合医学雑誌 Lancet のバックファ

イルは、医学と医療を通した社会の変化を映し出しており、歴史的な調査ツールとして活用でき

る。デジタル化されたことで、過去を未来のために調査する環境が整備されたといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欄外見出しは、1825 年から始まった。Vol.5, 1 Oct 1825 Lancet 


